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昨
年
の
総
会
・
懇
親
会

は
コ
ロ
ナ
禍
で
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
が
無
事
終
了

し
、
多
く
の
方
々
か
ら
久

し
振
り
に
懇
談
で
き
た
歓

び
と
同
窓
会
活
動
に
対
す
る
温
か
い
励
ま
し
の
言
葉
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
参
加
、
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し

た
皆
様
方
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
の
今
頃
は
、
第
７
波
の
急
激
な
感
染
拡
大
を
受

け
、
飲
食
を
伴
う
懇
親
会
は
勿
論
の
こ
と
、
懇
親
会
そ

の
も
の
を
開
催
す
べ
き
か
否
か
の
最
終
調
整
を
迫
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
そ
の
状
況
か
ら
遡
る
こ
と
４
ヶ
月
前
、

私
は
令
和
３
年
度
本
校
卒
業
式
の
席
上
で
、
コ
ロ
ナ
で

苦
し
め
ら
れ
な
が
ら
も
頑
張
っ
て
き
た
生
徒
た
ち
、
そ

れ
を
辛
抱
強
く
支
え
て
こ
ら
れ
た
学
校
関
係
者
、
保
護

者
の
表
情
に
、
深
い
感
慨
と
形
容
し
が
た
い
安
堵
の
表

情
を
見
て
取
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
同
窓
会
は
学
校
行
事
や
在
校
生
に
対
す
る
支

援
活
動
の
一
部
が
中
止
と
な
り
、
ま
た
同
窓
生
の
絆
も

長
引
く
閉
塞
状
況
で
弱
体
化
の
懸
念
が
生
ず
る
な
ど
、

先
行
き
が
視
界
不
良
に
陥
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
時
に
目
に
し
た
卒
業
式
の
光
景
は
、
あ

る
種
の
感
動
と
と
も
に
前
途
を
灯
す
一
条
の
光
明
の
ご

と
く
映
じ
ま
し
た
。
第
一
に
な
す
べ
き
は
懇
親
会
再
開

に
意
を
尽
く
す
こ
と
、
同
窓
生
の
結
束
力
を
蘇
ら
せ
活

動
に
弾
み
を
つ
け
る
こ
と
、
あ
と
は
時
運
が
味
方
す
る

と
の
一
念
で
進
む
決
断
を
し
ま
し
た
。

　

今
振
り
返
れ
ば
、
そ
の
卒
業
式
の
挨
拶
で
、
偶
然
に

も
私
が
引
用
し
た
政
経
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
寺
島
実
郎

氏
の
言
葉
、
そ
の
言
葉
の
真
意
が
機
縁
と
し
て
働
い
た

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
「
道
に
迷
わ
ば
、
山
に
登
り
木
を
切
り
て
、
そ
の
年
輪

を
見
よ
」（
寺
島
実
郎
）

　
「
年
輪
」
と
は
正
に
市
高
そ
し
て
市
高
同
窓
会
の
歴
史

そ
の
も
の
で
あ
り
、
年
輪
の
形
状
や
間
隔
の
詰
ま
り
方

を
見
れ
ば
、
そ
の
木
が
如
何
な
る
風
雪
に
耐
え
、
成
長

し
て
き
た
か
が
分
か
り
ま
す
。

　
「
先
の
見
え
な
い
道
を
進
む
」
と
い
う
こ
と
は
、
畢
竟

「
来
し
方
（
歴
史
）
を
尋
ね
、
行
く
末
（
未
来
）
を
信
じ

る
こ
と
」
と
浅
慮
な
が
ら
自
得
し
、
あ
ら
た
め
て
市
高

同
窓
会
の
存
在
の
素
晴
ら
し
さ
と
尊
さ
に
気
付
か
さ
れ

ま
し
た
。
今
後
に
お
き
ま
し
て
も
、
直
ぐ
先
に
見
え
て

き
た
開
校
90
周
年
、
更
に
は
1
0
0
周
年
に
向
け
た
同

窓
会
の
歩
み
を
、
そ
の
一
隅
を
照
ら
す
覚
悟
を
持
っ
て

進
め
て
参
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
皆
様
方
の
ご
支
援

と
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

令
和
４
年
度
同
窓
会
総
会
・
懇
親
会
を
振
り
返
り

　
～
卒
業
式
に
感
動
、一
〇
〇
周
年
へ
の
想
い
新
た
に
～

�
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　コロナ禍の拡大により過去２回の同窓会総会と懇親会開催が中止された。令和

４年になり、蔓延は幾分下火になっていたが、７月頃から再び全国的に拡大の様

相が見られていた。ただ、前２回の拡大期と異なるところは「経済の循環」を回

復基調に戻す観点から「行動制限」の規制がなかったことであった。令和４年５

月の幹事会において開催が決定され、同年７月23日（土）、ホテルグランヒルズ

静岡に参加者約120名が集い、和やかにかつ明るく力強い雰囲気での開催となった。

　フィナーレでは「静岡市立高等学校創立80周年記念」のビデオが放映され、改

めて母校の発展に熱い想いが深まり、次の90周年、100周年への期待が高まるこ

とが予見されるものであった。

　開催準備期の間、同窓会役員と学校事務担当の心中穏やかざるものがあったと

推察されるが、同窓会総会・懇親会によるコロナ感染は皆無、０（ゼロ）であった。

令和４年度
同窓会総会及び懇親会開催の報告

式場案内板
（ホテルグランヒルズ静岡玄関）

来賓祝辞　静岡市副市長  大長義之 氏（高29期）齊藤校長先生挨拶
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同
窓
会
誌　

令
和
四
年
五
月
三
一
日
発
行
を
い
た
だ
き
、
表
紙
を
あ
け
て
驚
い
て
し
ま

い
ま
し
た
。
ま
さ
か
、
私
共
の
葉
書
が
本
文
一
頁
目
に
見
出
し
つ
き
で
載
せ
て
い
た
ゞ
い

た
の
で
す
。
で
も
田
安
門
と
い
う
誌
名
は
、私
共
田
安
徳
川
と
致
し
ま
し
て
大
変
嬉
し
く
、

心
か
ら
感
謝
し
て
居
り
ま
す
。

　

新
会
長
大
坪
義
武
様
の
文
を
拝
読
し
、
貴
校
の
歴
史
が
よ
く
わ
か
り
、
あ
と
十
数
年
で

百
周
年
と
の
こ
と
、
ま
こ
と
に
す
ば
ら
し
い
で
す
ね
。�

　
（
原
文
の
ま
ま
）

田
安
家
か
ら
の

　
　
　
　
　
手
紙（
ハ
ガ
キ
）

⇨

静岡市立高等学校同窓会年会費納入のお願い
～在校生の教育活動をサポートしております～

　平成12年（2000年）より年会費制が始まり、本年は23年目を迎えます。この間、同窓生に
は多大なるご支援を賜りありがとうございます。年会費は平成16年（2004年）に他校の先駆
けとなるエアコン（空調設備）設置への協力、伝統行事ナイトウォーク支援、部活動奨励金授与、
マラソン大会、百人一首大会、海外研修助成、リーダー研修助成など、在校生への教育活動支
援を続けております。在校生もこれに応えて学業や部活動ですばらしい活躍を見せてくれてい
ることはご承知のことと存じます。なお、本誌『田安門』も年会費により維持されております。
　今後も一層の教育活動支援を実施していくために、皆さんのご協力をお願い申し上げます。

徳川宗英（とくがわむねふさ）氏 略歴
　1929年ロンドン生まれ。八代将軍吉宗公の子孫、田安徳川
家第十一代当主。学習院、江田島海軍兵学校を経て、慶応義塾
大学工学部卒業。石川島播磨重工業にて海外事業本部副本部
長、IHIエンジニアリングオーストラリア社長、関西支社長な
どを歴任。退職後静岡日伊協会名誉顧問、全国東照宮連合会顧
問などを務める。著書『徳川家に伝わる徳川四百年の内緒話』（文
春文庫）、『徳川家が見た幕末維新』（文春新書）、『江田島海軍兵学
校　世界最高の教育機関』（角川新書）他多数　妻裕子（ひろこ）
氏は東京女子大（英文科）卒
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　静岡新聞社主催「静岡新聞広告賞2022」、クリエーティブ部門の審査員を一倉宏氏（コピーライター）らと
共に務めた。その成果は令和４年10月24日（月）の朝刊折り込み４面組のカラー版特別号で紹介されました。

　駿府博物館で令和４年10月15日（土）から12月11日（日）まで開催されたこの個展開催にあたり同窓会では観
覧入場券（高校生800円のところを500円に割引き）100枚を、在校生に見ていただきたく大坪会長から校長先
生宛贈呈させていただきました。

　私は昨年2022年秋に、静岡で絵本の原画展を開催させていただきました。その絵本は福音館書店さん出版
の富士山の森林限界に生息する針葉樹林「カラマツ」を題材にしたものでした。著者の植物研究者の方と富
士山に取材に行ったのが2019年の秋でしたから、制作期間のほぼ３年をコロナ禍と共に歩みました。
　いつも雄大にそびえる富士山の美しい姿からは想像もできない苛酷な自然条件にある森林限界。カラマツ
は過酷な自然環境に合わせて、森葉樹林の中で唯一紅葉して落葉するという能力をつけ、動物でいう冬眠状
態になって冬を乗り切ります。暴風で枝が片方しかなくなっても立ち続けます。
　富士山では毎年大規模な雪崩が発生し、せっかく何年もかけて育った森も根こそぎなぎ倒していきます。
その何もなくなった溶岩の岩肌にわずか１㎝程度のカラマツの芽が生えて、また森を作る一歩を踏み出すと
いう再生の光景に、自分自身が勇気をもらって励まされていました。
　今年の高校３年生は入学時からコロナ禍で色々とままならないことも多かった学生生活だったと思います。
これをバネに大きく羽ばたいてくれることを願い祈っています。

活躍する卒業生

福井利佐 氏（高46期）

① 静岡新聞広告賞審査員を務める

② 個展開催：福井利佐「生命の力を描く切り絵の世界」

躍
活活

動動

進進

飛飛

福井利佐氏からのメッセージ

静岡新聞の個展開催広告（新聞ではカラー）　　駿府博物館より提供

同窓会より観覧入場券贈呈　大坪会長（左）から齊藤校長先生へ
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　令和４（2022）年10月15日（土）、紺屋町の「グランディ
エール　ブケトーカイ」にて第11期生同期会が開催され
た。来賓として大坪義武同窓会長をお招きし、出席者は
46名。厳粛な雰囲気の中、久々に旧友との再会に、楽し
く和やかな一時を過ごすことができた。
　この同期会、本来は大半のメンバーが傘寿を迎える令和
２（2020）年に「最後の同期会」として開催を計画。準備の
ための幹事会を開こうとした矢先、折からの新型コロナ禍
が発生。様子見のため延期を余儀なくされていたもの。今
回、開催の切っ掛けは7月に開かれた同窓会。同窓会終了

後、出席していた幹事が集められ、石川禮一郎幹事長から
開催日と場所を予約してきたからとの報告が。以降、準備
のための幹事
会を２回開催
し、開催日を
迎えることと
なった。

　静岡市立高校同窓会は、今秋をめどに東京に同窓会支部
を設立します。都内はじめ神奈川、埼玉、茨城など、関東
に在住する同窓生に参加してもらうため、支部の名称は関
東同窓会とします。
　同窓生の懇親の場だけでなく、首都圏で活躍する卒業生
（市高出身の現役大学生らを含む）による異業種交流の場
としても活用してほしいと思っています。

問い合わせ先
　森田みか　machi.bunka.morita2018@gmail.com
設立準備委員
　今井昭生、大石克嘉、森田みか（いずれも高33期）
　坂井永年（高35期）、長田義明（高20期）

第11期生　最後の同期会　� 山村信彦　石川禮一郎　河村俊彦

静市高関東同窓会、今秋設立へ� 長田義明（高20期）

　　大井川鐵道、台風15号で甚大な水害被害 

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鈴木　肇 社長（高33期） 全面復旧に邁進
① 20か所で線路被害甚大
　中西部地区では　令和４年９月24日（土）から25日（日）未明にかけて台風15号が記録的な豪雨となり静岡県内に大きな被害
をもたらした。県中西部では家屋浸水、土砂崩れが発生、清水区では一時６万３千戸が断水となった。特に公共交通機関である大
井川鐵道は採石場跡地からの大量の土砂が線路埋め尽くしたことなど20か所で被害を受けた。令和５年1月末現在も全線開通には
至っていない。

② ２か月ぶり一部開通に地元、大歓声
　令和４年12月16日、金谷―家山間で３か月ぶりに復旧となり、「きかんしゃトーマス号」やSL「かわね路号」が汽笛を鳴らしてホー
ムに入ってくると地元の人や鉄道ファンから大歓声が上がった、と新聞をはじめマスメディアは報じた。令和５年1月末現在も全
線開通には至らず大井川鐵道では家山―終点千頭駅まで代行バスを運行して対応している。

困難な局面に奮闘、鈴木社長からのメッセージ 2025年、大井川鐵道創立100周年を前に強い決意と熱い支援に感謝する
メッセージが届けられたのでご紹介いたします。

【大井川鐵道創立100周年に向けて】
　大井川鐵道は、2025年３月10日に創立100
周年を迎えます。現在、大井川鐵道グループで
は、鉄道創立100周年に向けて「記念チャレン
ジプロジェクト」を進めており、その取り組み
の一つとして、蒸気機関車Ｃ56135号機の復
元、動態化に挑戦することを表明しました。
　蒸気機関車の動態化に必要となる費用（およそ３億円）につ
きましては、その一部をクラウドファンディング（ＣＦ）とい
う手法によって賄うことになりましたが、ＣＦ実施期間中（71
日間）に集まった支援金額は84百万円を超えるものとなりま

した。予想を遥かに上回る支援金と全国の皆様から寄せられた
応援メッセージは、私を含めグループ従業員にとって大きな励
みとなっています。昨今、利用者が減少する全国のローカル鉄
道の存廃問題がニュースになっておりますが、皆様からの声援
を糧に、更に100年先の未来を目指した持続性のある事業展開
を実現して行きたいと思っています。

鈴木社長
�取締役管理部長　専務取締役などを経て2017年から代表取締役社長、現在
に至る。鉄道を活かした地域再生事業、「きかんしゃトーマス号」をはじめ
旧型のSLを整備、復活させるなどその手腕は全国から注目されている。

同期会報告
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SSH関係
在校生の活動　東海大会以上の成績を紹介します。（敬称略）

在校生の活動

（科学探究科３年）青嶋、小田、木村、鶴見
研究テーマ
「PVAで迫るBR反応の謎
　　　～指示薬デンプンの本当の役割～」
・�上記研究テーマは第66回静岡県学生科学賞にお
いて県教育長賞も受賞した。

②第13回　坊ちゃん科学賞（主催：東京理科大学）優良入賞
研究テーマ「BZ反応×PVA～周期はどのように変化するか～」
（科学探究科２年）加藤、佐藤、樋口、本間

③第69回　鈴木賞（主催：一般社団法人鈴木梅太郎博士顕彰会）准賞（１校）受賞
研究テーマ「灰を用いた重金属イオン処理及び金属資源の再利用」
（科学探究科２年）沼田、石塚、石月、篠原　
※�鈴木賞はオリザニン（ビタミンＢ１）を発見した故鈴木梅太郎博士の業績を讃え昭和30年に創設され、静岡県内の中学、
高校の理科研究振興、発展をめざすものとして高い評価を得ているものである。

④第21回　AITサイエンス大賞（主催：愛知工業大学）優秀賞
研究テーマ「粘菌はイモチ病を感知できるのか！？」
（科学探究科２年）鈴木、伊東、加藤

⑤電気新聞エネルギー教育支援事業　高校生が競うエネルギーピッチ　敢闘賞
研究テーマ「プラスチックゴミのエネルギー化について」
（普通科２年）岩本、小川、花田、柳

＂文武両道＂発揮、「田安門生」全国で翔ぶ

① 第66回 日本学生科学賞 文部科学大臣賞受賞

野球部　中京大学に善戦　第５回　大学野球オータムフレッシュリーグin静岡
令和４年11月20日（日）清水庵原球場

　恒例の高校、大学野球部新人戦が、大学、高校とも年々出
場校が増えていく中で市高野球部は清水庵原球場で愛知大学
野球連盟の強豪、中京大学野球部と対戦した。２回裏に１点
を許したが４回表に同点。その裏ふたたび１点先行されたが
５回表に同点とした。５回裏、連打が重なり３点を追加され
たが、ダブルプレーで追加点を阻止、その後は最後まで得点
を許さなかった。９回表、４番杉本選手の目の覚めるような
ホームラン性の二塁打が出て１点追加、その後もバント、フォ

アボールが続き２アウトで満塁となり、同点もしくは逆転の
可能性も出てきたが相手投手の渾身の投球に抑えられ５―３
でゲームセットとなった。
　なお中京大学は甲子園常連出場校出身の選手が多く、大学
野球のトップクラスの位置にあるが、市高野球部は一丸とな
り、掛け声や応援も元気よく、溌剌として試合に臨んだ。今
後の発展が大いに期待される戦いぶりであった。�（森竹敬浩）

科学賞を総なめ

表彰式の様子 研究チームで記念撮影
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文化活動部門

運動活動部門

在校生の活動
マンドリン部
・全国高等学校ギター・マンドリン音楽コンクール　優秀賞
・静岡県高等学校文化連盟「器楽・管弦楽」専門部　第26回演奏会
　ギター・マンドリン部門　第３位　優秀賞　東海大会出場
・第40回東海選抜高等学校ギター・マンドリンフェスティバル　優良賞　全国大会出場

美術部
・令和４年度静岡県高等学校総合文化祭（美術・工芸部門）第70回静岡県高等学美術・工芸展
　第38回中部展　入選
　（國持、石原、水野、加藤、前島、大石桜、大石侑、鈴木、萩、千葉）
・ふじのくに芸術祭2022　第62回静岡県芸術祭美術部門　（県展）入選：大石桜花

書道部
・第21回　全国書道展　奨励賞：川上、優秀賞：池谷、石野

吹奏楽
・中部日本個人・重奏コンテスト静岡県大会
　クラリネット５重奏：「金賞」　代表として本大会（東海・北陸大会）出場
　フルート４重奏：「銀賞」

男女テニス部　インターハイ（全国大会）出場！
男子テニス部	 	 シングルス：ベスト16　塩崎、
	 	 　　　　　２回戦進出　吉村
	 	 ダブルス：２回戦進出　塩崎・吉村ペア

女子テニス部	 	 団体戦３位（櫻田、小池、須賀、池谷、飯塚）
	 	 シングルス：５位　櫻田、２回戦進出　小池、
	 	 　　　　　１回戦　須賀
	 	 ダブルス：３位　櫻田・小池ペア、
	 	 　　　　　２回戦進出　須賀・池谷ペア

水泳部　
全国高校総体出場　松田　50m自由形ベスト30
JOCジュニアオリンピックカップ　松田　50m自由形９位

体操競技　
静岡県高等学校総合体育大会
　男子団体：４位（森・浅井、佐原、望月）
　女子団体：４位（杉山、高橋、西久保、山岸）
　個人総合３位：久保田（全国総体、東海総体出場）
　種目別　跳馬１位：久保田、平均台３位

陸上部
期待の新人１年生女子　佐野秞梨（１年）選手、陸上競技200ｍ県高校新人大会優勝
佐野選手は入学後けがで出遅れていたが復活、9月の県新人大会で見事優勝、全国でも上位入賞可能な好記録24″81をマークし、
スプリンターぶりを発揮した。

女子テニスダブルス  櫻田・小池ペア　全国３位
『静岡新聞』　令和４年８月３日（水）掲載
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令和４年度文化部大会等結果
� 令和５年 2月 21 日現在

料理研究 �
8/25　第14回ふじのくに食育コンテスト
県調理師協会長賞（２年　高田こころ、戸塚恵利菜）
食育ファミリー賞（２年　青島みなみ、寺田琴美）
マンドリン �
7/28・7/29　全国高等学校ギター・マンドリン音楽コンクール
� 優秀賞
静岡県高等学校文化連盟「器楽・管弦楽」専門部第26回演奏会
ギター・マンドリン部門　第３位　優秀賞� 東海大会進出
第40回東海選抜高等学校ギター・マンドリンフェスティバル
� 優良賞
科　学 �
8/11・8/13　青少年のための科学の祭典　第26回静岡大会
ブース出展　「金属樹を作ろう」「DNAを抽出してみよう」
美　術 �
10/31　令和4年度静岡県高等学校総合文化祭（美術・工芸
部門）第70回静岡県高等学校美術・工芸展第38回中部展
入選　國持菜々、石原日向子、水野七海、加藤遥、
　　　前島宗汰、大石桜花、大石侑未、鈴木真一、
　　　萩諒太朗、千葉百華
10/31　ふじのくに芸術祭2022　第62回静岡県芸術祭美術部門（県展）
入選　大石桜花
書　道 �
第21回全国書道展
奨励賞：川上りら　　優秀賞：池谷　萌、石野結菜
9/17　第６回9.21世界平和の祈り　参加
静岡懸護国神社揮毫作品奉納
1/20　第68回静岡県高等学校中部地区書作展
中部書道専門部会長賞：川上りら
優秀奨励賞：池谷　萌
奨励賞：池上雅姫、伊藤花音、石野結菜、内田英那、杉田咲季
吹奏楽 �
7/31　吹奏楽コンクール中部地区大会
Ａ編成の部：「銀賞」
1/9　静岡県管打楽器アンサンブルコンテスト中部大会
サクソフォン４重奏、金管８重奏、打楽器５重奏、クラリネット５重奏：「金賞」
1/28　静岡県管打楽器アンサンブルコンテスト県大会
サクソフォン４重奏、金管８重奏：「銀賞」
打楽器５重奏：「銅賞」
2/19　中部日本個人・重奏コンテスト静岡県大会
クラリネット５重奏：「金賞」、代表として本大会（東海・
北陸大会）出場決定
フルート４重奏：「銀賞」
写　真 �
6/18　中部写真連盟　第１回写真コンクール
優秀賞　小野田　和気　齋藤　栞

令和４年度運動部大会結果
� 令和５年２月 21 日現在

陸上競技 �
4/29 ～ 5/1　高校総体中部地区予選
男子：400m	 杉山跳馬（33）１位
　　　800m	 清水健士朗（25）４位 佐藤大星（31）７位
　　　1500m	 佐藤大星（31）９位
　　　400mハードル	 武田侑士（26）４位
　　　走高跳	 德田悠人（33）６位
　　　三段跳	 藁科海吏９位
　　　やり投	 前田哲（32）４位
　　　400mリレー	 高田光希（31）・仁藤生吹（23）・
	 	 戸塚晄貴（24）・武田侑士（26）８位
　　　1600mリレー	 杉山跳馬（33）・中嶋凛太郎（36）・
	 	 望月大太朗（32）・望月幹太（37）３位
女子：100m	 佐野釉梨（13）７位
　　　400m	 坪井那奈（37）５位
　　　800m	 見城里那（22）４位 小林桃花（14）８位
　　　1500m	 見城里那（22）４位 鈴木あい（31）７位
　　　3000m	 見城里那（22）６位 鈴木あい（31）８位
　　　100mハードル	 原田あゆ（34）６位
　　　400mハードル	 菅本かおり（23）２位 原田あゆ（34）４位
　　　走幅跳	 長房聖奈（32）７位 小野実優（23）９位
　　　400mリレー	 佐野釉梨（13）・浅原芽生（24）・
	 	 坪井那奈（37）・原田あゆ（34）４位
　　　1600mリレー	 菅本かおり（23）・浅原芽生（24）・
	 	 原田あゆ（34）・見城里那（22）
5/20 ～ 5/22　高校総体県予選
男子：400m	 杉山跳馬（33）
　　　800m	 清水健士朗（25）佐藤大星（31）
　　　1500m	 佐藤大星（31）
　　　400mハードル	 武田侑士（26）
　　　三段跳	 藁科海吏、やり投前田哲（32）� 以上自己新樹立
　　　1600mリレー	 敦賀郁哉（26）・杉山跳馬（33）・
	 	 戸塚晄貴（24）・望月大太朗（32）

…チームベスト
女子：400m	 坪井那奈（37）、800m見城里那（22）４位
　　　1500m	 見城里那（22）鈴木あい（31）
　　　100mハードル	 原田あゆ（34）
　　　400mハードル	 原田あゆ（34）� 以上自己新樹立
　　　400mリレー	 小田木凛（35）・浅原芽生（24）・
	 	 坪井那奈（37）・原田あゆ（34）

…チームベスト
　　　1600mリレー	 坪井那奈（37）・原田あゆ（34）・
	 	 浅原芽生（24）・菅本かおり（23）

…チームベスト

9/10 ～ 9/11　新人戦中部大会
男子：100ｍ	 アサディセイフッディーン（23）9位
　　　200ｍ	 戸塚晄貴（24）１位
　　　400ｍ	 海野高天（14）１位
　　　800ｍ	 清水健士朗（25）２位
　　　110ｍH	 金子優太（12）５位
　　　400ｍH	 武田侑士（26）４位
　　　4×100ｍR	 戸塚晄貴（24）・アサディセイフッディーン（23）・
	 	 青島颯真（26）・繁田有翔（26）５位
　　　4×400ｍR	 敦賀郁哉（26）・清水健士朗（25）・
	 	 海野高天（14）・石川大翔（22）２位
　　　走高跳	 渡辺俊介（14）６位
　　　走幅跳	 敦賀郁哉（26）３位
　　　やり投	 前田賢希（14）９位
女子：100ｍ	 佐野釉梨（13）４位 櫻井結菜（11）８位
	 水口こなつ（14）11位
　　　200ｍ	 佐野釉梨（13）４位
　　　400ｍ	 小林桃花（14）５位 浅原芽生（24）６位
　　　800ｍ	 小林桃花（14）１位 見城里那（22）２位
　　　1500ｍ	 見城里那（22）４位
　　　100ｍH	 清水真琴（14）２位
　　　400mＨ	 菅本かおり（23）３位
　　　４×100mＲ	 小野実優（23）・浅原芽生（24）・
	 	 佐野釉梨（13）・櫻井結菜（11）３位
　　　４×400mＲ	 浅原芽生（24）・小林桃花（14）・
	 	 佐野釉梨（13）・菅本かおり（23）４位
　　　走幅跳	 小野実優（23）５位
9/25　新人戦県大会
男子：200m戸塚晄貴（24）３位
　　　400mＨ武田侑士（26）１位
　　　４×100mＲ	 敦賀郁哉（26）・アサディセイフッディーン（23）・
	 	 戸塚晄貴（24）・武田侑士（26）４位
　　　４×400mＲ	 敦賀郁哉（26）・海野高天（14） ・
	 	 武田侑士（26）・戸塚晄貴（24）４位
女子：100m	 佐野釉梨（13）５位
　　　200m	 佐野釉梨（13）１位
　　　４×100mＲ	 水口こなつ（14）・浅原芽生（24）・
	 	 佐野釉梨（13）・櫻井結菜（11）５位
10/29 ～ 10/30　新人戦東海大会
男子：200m	 戸塚晄貴（24）準決勝落
　　　400mＨ	 武田侑士（26）予選落
　　　４×100mＲ	 敦賀郁哉（26）・戸塚晄貴（24）・
	 	 繁田有翔（26）・青島颯真（25）予選落
　　　４×400mＲ	 海野高天（14） ・清水健士朗（25）・
	 	 仁藤生吹（23）・石川大翔（22）予選落
女子：100m	 佐野釉梨（13）１位
　　　200m	 佐野釉梨（13）棄権
　　　４×100mＲ	 小野実優（23）・浅原芽生（24）・
	 	 水口こなつ（14）・櫻井結菜（11）予選落
11/6　県高校駅伝
女子：見城里那（22）－山本希美（23）－岡崎麻佑（14）－
　　　坂口仁海（12）－鈴木あい（31）　15位／全29チーム
サッカー �
4/16 ～ 5/7　静岡県高等学校総合体育大会　中部地区予選
予選ラウンド：静岡市立８－０相良　静岡市立２－０静岡
トーナメント：静岡市立０－３科学技術
敗者戦１回戦：静岡市立２－０清水西
決定戦：静岡市立１－０島田� 13年ぶり県大会出場
5/14 ～　静岡県高等学校総合体育大会サッカー競技
１回戦：静岡市立4－2韮山
２回戦：静岡市立0－9浜松開誠館� 15年ぶり勝利
9/17 ～　高校サッカー選手権　静岡県大会
静岡市立１－３伊豆総合
12/10 ～　新人戦中部地区大会
予選ラウンド　静岡市立３－２静岡大成
　　　　　　　静岡市立０－７焼津中央
順位トーナメント　静岡市立２－２　PK２－４静岡商業
　　　　　　　　　静岡市立３－１相良� 県大会出場
1/14　新人戦中部県大会　静岡市立０－１浜松商業
野　球 �
7/3 ～　第104回全国高等学校野球選手権静岡大会
１回戦　静岡市立２－３聖隷クリストファー
8/21 ～　第75回秋季東海地区高等学校野球静岡県中部地区大会
１回戦　静岡市立８－１島田工業
２回戦　静岡市立１－３静清
決定戦　静岡市立５－３静岡東� 県大会出場
男子テニス �
4/9 ～ 4/24　高校総体中部地区予選
シングルス：１位 吉村有平、２位 伊藤樹汰、
　　　　　４位 大坪勇斗、８位 漆畑瑛登、
　　　　　10位 田中蒼大、11位 佐野尚哉、
　　　　　15位 宮本隆平、（予選免除 塩崎凱世）
ダブルス：１位 塩崎・吉村ペア、３位 漆畑・伊藤ペア
　　　　　７位 井上・古谷ペア、９位 田中・大坪ペア
　　　　　10位 佐野・宮本ペア

以上、県大会出場
5/7 〜 5/22　高校総体静岡県大会
団体戦　２位（塩崎凱世、吉村有平、伊藤樹汰、漆畑瑛登、田中蒼大）
� 東海総体出場
シングルス：１位 塩崎凱世、２位 吉村有平
ダブルス：１位 塩崎・吉村ペア
　　　　　ベスト16 漆畑・伊藤ペア
� １位 全国大会東海総体出場
6/18・6/19　東海総体
団体戦出場（塩崎凱世、吉村有平、伊藤樹汰、田中蒼大、漆畑瑛登）
シングルス：ベスト８　吉村有平、２回戦敗退　塩崎凱世
ダブルス：準優勝　塩崎・吉村ペア

7/17 ～ 7/23　東海中日ジュニア
18歳以下シングルス：ベスト８　吉村有平
　　　　　　　　　　ベスト16　塩崎凱世
18歳以下ダブルス：優勝　塩崎・吉村ペア
� 塩崎・吉村ペア全日本ジュニア出場
7/28 ～ 8/3　インターハイ
シングルス：ベスト16　塩崎凱世、２回戦敗退　吉村有平
ダブルス：２回戦敗退　塩崎・吉村ペア
8/7 ～ 8/10、9/3・9/4、11/5・11/6　新人戦中部予選
団体戦　優勝（伊藤・田中・大坪・宮本・佐野・齋藤・駒見・高野）
シングルス：優勝　伊藤樹汰、３位 田中蒼大、
　　　　　７位 大坪勇斗、９位 宮本隆平、
　　　　　15位 佐野尚哉
ダブルス：優勝　伊藤・田中ペア、３位 大坪・宮本ペア
　　　　　９位 佐野・齋藤ペア� 県大会出場
8/23 ～ 8/27　全日本ジュニア選手権
18歳以下ダブルス：ベスト16　塩崎・吉村ペア
9/10・9/11、10/8・10/9、12/10・12/11　新人戦県大会
団体戦　ベスト８（伊藤・田中・大坪・宮本・佐野・齋藤・駒見・高野）
シングルス：３位 田中蒼汰、５位伊藤樹汰
ダブルス：優勝　伊藤・田中ペア、
　　　　　ベスト16　大坪・宮本ペア
女子テニス �
4/9 ～ 4/24　高校総体中部地区予選
シングルス：１位 小池芽衣、２位 飯塚仁珠、３位 須賀流凪
　　　　　５位 鈴木陽和、７位 松永結楽、８位 池谷月花
　　　　　�12位 稲葉蘭藍、13位 麻布実来（予選免除 櫻田しずか）
ダブルス：１位 櫻田・小池ペア、３位 須賀・池谷ペア
　　　　　４位 飯塚・鈴木ペア、５位 松永・稲葉ペア
　　　　　ベスト16 麻布・阿部ペア
� 以上、県大会出場
5/7~5/22　高校総体静岡県大会
団体戦　�１位（櫻田しずか、小池芽衣、須賀流凪、池谷月花、飯塚仁珠）
� 全国総体出場
シングルス：�１位 櫻田しずか、２位 小池芽衣、４位 須賀流凪、

６位 松永結楽、７位 鈴木陽和
� ４位まで全国総体出場、６位まで東海総体出場
ダブルス：１位 櫻田・小池ペア、３位 須賀・池谷ペア
　　　　　ベスト８ 飯塚・鈴木ペア、松永・稲葉ペア
� ３位まで全国総体、東海総体出場
6/18・6/19　東海総体
団体戦　�３位（櫻田しずか、小池芽衣、須賀流凪、池谷月花、飯塚仁珠）
シングルス：ベスト８　櫻田しずか
　　　　　２回戦敗退　須賀流凪、小池芽衣
ダブルス：３位 櫻田・小池ペア
7/17 ～ 7/23　東海中日ジュニア
18歳以下シングルス：優勝　櫻田しずか
　　　　　　　　　　ベスト４　小池芽衣
　　　　　　　　　　２回戦敗退　須賀流凪
18歳以下ダブルス：優勝　櫻田・小池ペア
� 櫻田・小池　ダブルス・シングルス全日本ジュニア出場
7/28 ～ 8/3　インターハイ
団体戦　３位（櫻田しずか、小池芽衣、須賀流凪、池谷月花、飯塚仁珠）
シングルス：５位 櫻田しずか、２回戦敗退　小池芽衣、
　　　　　１回戦惜敗　須賀流凪
ダブルス：３位 櫻田・小池ペア
　　　　　２回戦敗退　須賀・池谷ペア
8/7 ～ 8/10　新人戦中部予選
シングルス：優勝　鈴木陽和、準優勝　池谷月花、
　　　　　３位 飯塚仁珠、８位 稲葉蘭藍、
　　　　　９位 麻布未来
ダブルス：優勝　池谷・稲葉ペア
　　　　　準優勝　飯塚・鈴木ペア� 県大会出場
8/23 ～ 8/27　全日本ジュニア選手権
18歳以下シングルス：ベスト８　櫻田しずか　
18歳以下ダブルス：ベスト８　櫻田・小池ペア
高校新人体育大会（県大会）　団体　準優勝
全国高校選抜テニス大会東海地区予選大会（東海大会）　３位
高校新人体育大会（県大会）　シングルス３位 ダブルス３位
男子ソフトテニス�
4/17・4/24　高校総体中部地区予選
学校対抗戦：予選リーグ　静岡東3-0　静岡1-2
　　　　　　決勝トーナメント　東海大翔洋2-1　静岡商業0-2
　　　　　　３位決定戦　静岡1-2
� 中部４位にて県大会出場
個人戦：10位 粉間柊羽・秋山大騎ペア
　　　　13位 折山治駿・望月優吾ペア� 県大会出場
5/21・5/22　高校総体
学校対抗戦：１回戦　沼津東2-1
　　　　　　２回戦　知徳0-3　県ベスト16
個人戦：粉間柊羽・秋山大騎ペア　１回戦　知徳4-2
　　　　　　　　　　　　　　　　２回戦　浜松商業1-4
　　　　　　　　　　　　　　　　県ベスト32
　　　　折山治駿・望月優吾ペア　１回戦　三島北4-2
　　　　　　　　　　　　　　　　２回戦　浜名1-4
　　　　　　　　　　　　　　　　県ベスト32
9/17・9/25　新人戦中部地区予選
学校対抗戦：�３位（粉間柊羽・秋山大騎・北澤颯斗・津田城太郎・

武田恵淳・佐藤笑大・石切山豊・石川賢汰）
� 県大会出場
個人戦：６位 北澤颯斗・津田城太郎ペア
　　　　８位 粉間柊羽・秋山大騎ペア
　　　　17位 武田恵淳・佐藤笑大ペア� 県大会出場
10/15・10/22　新人戦県大会
学校対抗戦：�ベスト16（北澤颯斗・津田城太郎・粉間柊羽・秋山大騎・

武田恵淳・佐藤笑大・石川賢汰・新井晃啓）
個人戦：北澤颯斗・津田城太郎ペア　１回戦敗退
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　　　　榊航志・秋山大騎ペア　　　１回戦敗退
　　　　武田恵淳・佐藤笑大ペア　　１回戦敗退
女子ソフトテニス�
4/17・4/24　高校総体中部地区予選
学校対抗戦：�３位（伊藤和・鈴木麗・藤本美沙紀・落合まどか・

大川原和奏・切岩唯・近藤璃奈・西川はる）
� 中部３位にて県大会出場
個人戦：４位 伊藤和・鈴木麗ペア
　　　　６位 藤本美沙紀・落合まどかペア
　　　　13位 大川原和奏・切岩唯ペア
　　　　15位 近藤璃奈・西川はるペア
　　　　17位 田邊弥桜・小澤心海ペア� 県大会出場
5/22・5/28　高校総体県大会
学校対抗戦：�ベスト８（伊藤和・鈴木麗・藤本美沙紀・落合まどか・

大川原和奏・切岩唯・近藤璃奈・西川はる）
個人戦：11位 伊藤和・鈴木麗ペア� 東海大会出場
6/19　東海総体
個人戦：伊藤和・鈴木麗ペア　１回戦敗退
9/17・9/25　新人戦中部地区予選
学校対抗戦：�２位（伊藤和・鈴木麗・大川原和奏・落合まどか・

近藤璃奈・切岩唯・石垣杏純・太田眞弓）
� 県大会出場
個人戦：２位 大川原和奏・落合まどかペア
　　　　３位 伊藤和・鈴木麗ペア
　　　　ベスト16 近藤璃奈・切岩唯ペア
　　　　17位 石垣杏純・太田眞弓ペア� 県大会出場
10/22・10/29　新人戦県大会
学校対抗戦１次戦：�ベスト８（伊藤和・鈴木麗・大川原和奏・落合

まどか・近藤璃奈・切岩唯・石垣杏純・太田眞弓）
� 県大会２次戦出場
個人戦：ベスト16 伊藤和・鈴木麗ペア
12/24　新人戦県大会２次戦
学校対抗戦２次戦：�ベスト８（伊藤和・鈴木麗・大川原和奏・落合

まどか・近藤璃奈・切岩唯・石垣杏純・松下悠那）
体操競技 �
4/23　静岡県高等学校総合体育大会中部大会
男子団体　３位（森・浅井・永野・望月）
女子団体　２位（杉山・高橋・西久保・山岸）
個人総合　５位久保田、６位西久保
種目別跳馬　３位久保田
� 男子団体、個人２名　女子団体、個人８名　県大会出場
静岡県高等学校総合体育大会
男子団体　４位（森・浅井・佐原・望月）
女子団体　４位（杉山・高橋・西久保・山岸）
個人総合　３位久保田
種目別跳馬　１位久保田、平均台３位
� 久保田理奈（２年女子）全国総体　東海総体出場
男子バスケット �
4/24 ～ 5/8　静岡県高等学校総合体育大会中部地区予選
＜予選リーグ＞�対 清水国際（105-34）勝、対 藤枝西（98-40）勝、

対 静岡農業（72-61）勝
＜トーナメント＞対 静岡東（50-69）負
＜順位決定戦＞対 静岡学園（59-67）負
10/22 ～ 11/13　全国高等学校バスケットボール選手権大会静岡県大会
２回戦　対　浜松東（83-25）勝
３回戦　対　藤枝北（64-53）勝
４回戦　対　浜松西（20-0）不戦勝
５回戦　対　浜松開誠館（32-119）負� 県ベスト16
12/10 ～ 1/9　新人戦中部地区予選
＜予選リーグ＞�対 榛原（114-43）勝、対 清水南（97-47）勝、

対 静岡大成（59-69）負
＜トーナメント＞�対 清水東（73-67）勝、対 静岡（80-68）勝、

対 静岡学園（31-91）負
＜３位決定戦＞対 城南静岡（55-58）負
� 中部４位 県大会出場
1/21 ～ 1/29　新人戦県大会
１回戦　対　浜松湖東（72-69）勝
２回戦　対　飛龍（42-133）負� 県ベスト16
女子バスケット �
4/24 ～ 5/8　静岡県高等学校総合体育大会中部地区予選
＜予選リーグ＞�対 静岡大成（77-32）勝、対 常葉大橘（72-33）勝、

対 焼津中央（88-61）勝
＜トーナメント＞対 藤枝順心（54-86）負
＜順位決定戦＞�対 静岡農業（85-70）勝、対 島田商業（85-81）勝、

対 清水西（74-62）勝� 中部９位 県大会出場
5/21　静岡県高等学校総合体育大会県大会
＜１回戦＞対 沼津商業（54-74）負
10/22 ～ 11/13　全国高等学校バスケットボール選手権大会静岡県大会
１回戦　対 飛龍（56-37）勝
２回戦　対 西遠女子（65-82）負
12/10 ～ 1/9　新人戦　中部地区予選
＜予選リーグ＞対 静岡農業（72-61）勝、対 藤枝北（85-24）勝
＜トーナメント＞対 藤枝順心（49-102）負
＜９位決定戦＞�対 藤枝東（66-42）勝、対 島田商業（55-49）勝、

対 清水東（38-63）負� 中部10位  県大会出場
1/21 ～ 1/29　新人戦県大会　１回戦　対 浜松聖星（36-79）負
男子バレー �
5/7・5/8　静岡県高校総体中部地区予選
＜２回戦＞対 静岡西（０－２）負
＜敗者復活戦＞�対 常葉橘（２－１）勝、対 科学技術（２－１）勝、

対 静岡大成（２－０）勝� 中部９位  県大会出場
5/21　静岡県高校総体県大会
＜１回戦＞対 浜松湖北（０－２）負
1/14・1/15　新人体育大会中部地区予選
２回戦：２－０ 焼津中央　準々決勝：０－２ 清水桜が丘
５決１回戦：２－１ 科学技術　５位決定戦：２－１ 駿河総合
� 中部５位 県大会出場

1/28　新人体育大会静岡県大会　１回戦：０－２韮山
女子バレー �
5/7・5/8　高校総体中部地区大会
１回戦：静岡市立２－０焼津水産
２回戦：静岡市立０－２藤枝順心
敗者復活１回戦：静岡市立２－０藤枝北
敗者復活２回戦：静岡市立１－２榛原
10/29　全日本バレーボール高等学校選手権大会静岡県予選大会
１回戦：富士宮西１－２
1/14・1/15　新人体育大会中部地区予選
１回戦：２－０静岡　２回戦：０－２静岡商
９位決定戦１回戦：２－０静岡農
　　　　　２回戦：焼津２－０　藤枝北０－２
� 中部10位 県大会出場
1/28　新人体育大会 静岡県大会　１回戦：０－２富士見
卓　球 �
4/29・5/3 〜 5/5　
令和４年度静岡県高等学校総合体育大会卓球競技中部地区予選会
シングルスの部　�ベスト64（令和４年度 第77回国民体育大

会卓球競技（少年の部）静岡県選考会出場）
　　　　　　　　3106　伊藤　勇希（国体予選辞退）
　　　　　　　　3435　吉川　佑里彩（国体予選辞退）
　　　　　　　　2310　大坪　奈 （々国体予選出場）

学校対抗の部　男子（11位まで県大会出場）
　　　　　　　　１回戦　静岡市立３－０清水桜が丘
　　　　　　　　２回戦　静岡市立０－３清水国際
　　　　　　　　９位決定トーナメント
　　　　　　　　１回戦　静岡市立３－２藤枝西
　　　　　　　　２回戦　静岡市立１－３島田
　　　　　　　　11位決定戦　静岡市立３－２駿河総合高校
　　　　　　　　男子11位 県大会出場
　　　　　　　女子（10位まで県大会出場）
　　　　　　　　１回戦　静岡市立２－３清水南
5/28　全国高等学校総合体育大会卓球競技静岡県予選大会
学校対抗の部　男子　１回戦　静岡市立０－３浜松修学舎
8/23　令和４年度全日本卓球選手権大会ジュニアの部静岡県中部地区予選会
シングルスの部　女子　ベスト32
　　　　　　　　2310　大坪　奈 （々最終予選県大会出場）
9/19・9/24、10/10・10/15
　令和４年度 静岡県高等学校新人体育大会卓球競技（学校対抗の部）中部地区予選会
男子（11位まで県大会出場）
　１回戦　静岡市立２－３駿河総合（同大会９位）
女子（11位まで県大会出場）
　１回戦　なし
　２回戦　静岡市立３－１清水東
　準々決勝　静岡市立１－３静岡東
　５位決定トーナメント　１回戦　静岡市立３－１静岡西
　　　　　　　　　　　　２回戦　静岡市立３－１静岡
� 女子５位 県大会出場
10/29　令和４年度 静岡県高等学校新人体育大会卓球競技（学校対抗の部）
女子　１回戦　静岡市立３－１浜松北
　　　２回戦　静岡市立０－３浜松商業� 静岡県ベスト16
11/19　令和４年度 静岡県高等学校新人体育大会卓球競技（シングルスの部）中部地区予選会
男子（同県大会及び第50回全国高等学校選抜卓球大会シングルスの部静岡県最終選考会出場）
　ベスト16　　2802　石塚　健大
女子（同県大会及び第50回全国高等学校選抜卓球大会シングルスの部静岡県最終選考会出場）
　ベスト32　　2310　大坪　奈々　1116　鈴木　里桜
1/8　令和４年度 静岡県高等学校新人体育大会卓球競技（シングルスの部）
男子ベスト64　　2802　石塚　健大
女子ベスト64　　2310　大坪　奈々　1116　鈴木　里桜
2/4　第50回全国高等学校選抜卓球大会シングルスの部静岡県最終選考会出場
男子ベスト64　　2802　石塚　健大
女子ベスト64　　2310　大坪　奈々　1116　鈴木　里桜
剣　道 �
5/7・5/8　高校総体中部地区大会
男子団体：５位
　１回戦対清水東２－１勝ち　２回戦対駿河総合１－３負け
　順位決定戦対静岡農３－０勝ち　順位決定戦対藤枝東２－１勝ち
女子団体：準優勝
　２回戦対静岡農３－０勝ち　３回戦対静岡２－１勝ち
　準決勝対榛原４－０勝ち　決勝対翔洋０－３負け
男子個人：９位 阿比留壮平
女子個人：５位 森下真千子　15位 長尾心華　16 位鈴木麗
� 県大会出場
6/4・6/5　高校総体県大会
男子団体　1回戦対富士見１－２負け
女子団体　1回戦対浜松商２－２負け
男子個人　阿比留壮平１回戦
女子個人　森下真千子２回戦　長尾心華２回戦　鈴木麗２回戦
11/3・11/5　新人戦中部予選
男子団体　１回戦対科学技術１－１本数負け
　　　　　敗者復活対島田３－０勝　９位
男子個人　７位 太田匡　　14位野毛大雅� 県大会出場
1/15・1/16　新人戦県大会
男子団体　1回戦対袋井３－２勝　2回戦対吉原１－３負
男子個人　太田匡２回戦　野毛大雅１回戦
弓　道 �
4/29・4/30・5/5　中部地区総体　団体・個人戦
男子団体戦４位入賞（５人立ち　40射23中）
　（２年成田、岡村、渡邉、３年常盤、大塚、櫻井、原）
男子個人戦　３年常盤　２年成田　県大会出場
女子個人戦　３年稲葉　２年佐々木、川畑� 県大会出場
5/28・5/29　県総体　団体・個人戦
男子団体戦　出場校27校中21位（５人立ち　40射17中）
　予選敗退（２年成田、伊藤、夏目、渡邉、３年常盤、大塚、佐野）
男子個人戦　３年常盤　２年成田　予選敗退　

女子個人戦　３年稲葉　２年佐々木、川畑　予選敗退
バドミントン�
4/17 ～ 4/30　高校総体中部地区予選
個人戦結果
女子　ダブルス　川口　大村組 ５位
　　　シングルス　大村 ４位 　川口 ９位�（以上県大会出場）
男子　シングルス　渡邉 ５位
団体戦結果　女子　２回戦　市高３－１静岡商業　
　　　　　　　　　３回戦　市高３－２清水桜が丘
　　　　　　　　　準決勝　市高０－３藤枝西
　　　　　　　　　３位決　市高３－１静岡大成
� （女子は中部３位で県大会出場）
　　　　　　男子　１回戦　市高３－１東海大翔洋
　　　　　　　　　２回戦　市高０－３静岡大成
　　　　　　　　　５位決①　市高２－３清水桜が丘
� 個人戦男女　団体戦女子　県大会出場
5/21 ～ 5/29　高校総体　県大会
個人戦結果　女子　ダブルス　川口　大村組　ベスト16
　　　　　　　　　シングルス　大村・川口　ともにベスト16
　　　　　　男子　シングルス　渡邉　１回戦惜敗
団体戦結果　女子　２回戦　市高１－３富士見
８月上旬　選手権大会中部予選
２年一般の部　女子シングルス：大村３位
　　　　　　　男子ダブルス：武村・柳室６位、
　　　　　　　　　　　　　　伊藤・剣持８位
� 県大会出場
８月中旬　選手権大会県大会
２年一般の部　女子シングルス：大村16位
　　　　　　　男子ダブルス：伊藤・剣持８位
9/23 ～ 10/1　新人大会中部地区大会　
女子団体戦：３位
２年の部　個人戦　女子シングルス：大村３位
	 　　女子ダブルス：大村・加藤９位
男子ダブルス：武村・柳室６位、伊藤・剣持８位
　　　　　　　１年の部　楠原・島﨑６位、加藤・渡邊英８位
� 県大会出場
10月下旬　新人大会県大会
女子団体戦　１回戦　市高３－１富士
　　　　　　２回戦　市高１－３常葉大菊川
女子２年ダブルス　大村・加藤２回戦進出
水　泳 �
6/11 ～ 6/12　高校総体静岡県中部予選
男子　50m自由形　松田隼人1位、平井雄大３位
　　　100ｍ自由形　松田隼人３位、平井雄大６位
　　　200ｍ自由形　祢次金聖那８位、橋野大成９位
　　　400ｍ自由形　鎌田優４位、祢次金聖那５位、竹下煉次８位
　　　100ｍバタフライ　立川隆大７位
　　　200ｍバタフライ　立川隆大６位、見城裕介７位
　　　200ｍ個人メドレー　望月見悟４位
　　　400ｍメドレーリレー　３位（松田隼人・望月見悟・立川隆大・平井雄大）
　　　400ｍフリーリレー　１位（松田隼人・平井雄大・橋野大成・祢次金聖那）
　　　800ｍフリーリレー　２位（神谷舞斗・鎌田優・祢次金聖那・橋野大成）
女子　50ｍ自由形　望月陽菜６位
　　　100ｍ自由形　鈴木花英３位、望月陽菜６位
　　　200ｍ自由形　鈴木花英２位
　　　400ｍ自由形　竹下果琳６位
　　　800m自由形　竹下果琳６位
　　　100ｍ平泳ぎ　後藤百萌４位
　　　200ｍ平泳ぎ　後藤百萌４位
　　　400ｍフリーリレー　４位（鈴木花英・竹下果琳・後藤百萌・望月陽菜）
　　　800ｍフリーリレー　３位（鈴木花英・竹下果琳・望月陽菜・後藤百萌）
6/24 ～ 6/26　高校総体　県大会
男子　50m自由形　松田隼人２位 東海大会出場
　　　400ｍフリーリレー　６位（松田隼人・平井雄大・橋野大成・祢次金聖那）
� 東海大会出場
　　　800ｍフリーリレー　２位（鎌田優・橋野大成・竹下煉次・祢次金聖那）
� 東海大会出場
7/22 ～ 7/24　東海高校総体競泳競技
松田隼人　50m自由形　５位 全国総体出場
8/15 ～ 8/18　全国高校総体
松田隼人　50m自由形　ベスト30
8/22 ～ 8/26　JOCジュニアオリンピックカップ
松田隼人　50m自由形　９位
8/27　静岡県中部新人戦
男子　50m自由形　松田隼人1位
　　　100ｍ自由形　松田隼人１位
　　　200ｍ自由形　祢次金聖那５位、竹下煉次８位
　　　400ｍ自由形　祢次金聖那２位、鎌田優３位、竹下煉次５位
　　　1500ｍ自由形　鎌田優１位
　　　400ｍメドレーリレー　３位（松田隼人・鎌田優・祢次金聖那・竹下煉次）
　　　800ｍフリーリレー　１位（松田隼人・竹下煉次・鎌田優・祢次金聖那）
女子　50ｍ自由形　望月陽菜６位
　　　100ｍ自由形　鈴木花英３位、望月陽菜５位
　　　200ｍ自由形　鈴木花英１位、竹下果琳２位
　　　400ｍ自由形　竹下果琳４位
　　　200ｍ平泳ぎ　後藤百萌４位
　　　200ｍ個人メドレー　後藤百萌３位
　　　400ｍメドレーリレー　４位（竹下果琳・後藤百萌・鈴木花英・望月陽菜）
　　　800ｍフリーリレー　３位（鈴木花英・後藤百萌・竹下果琳・望月陽菜）



（10）

令和４年度分　　年会費入金者一覧 令和５年３月31日現在

令和４年度も同窓会年会費を納入していただきありがとうございました。おかげをもちまして、この同窓会誌「田安門」の発行、
そして在校生への様々な支援を行うことができました。これもひとえに皆様方のご支援のおかげと役員一同感謝いたしております。

年会費納入のお礼

一中2
海　野　善三郎

2,000円
一中3
佐　野　昌　昭
末　永　　　昌
瀧　浪　久　夫

6,000円
一中4
神　谷　育　司
渡　辺　雅　之

4,000円
一中5・高1
糸　川　欣　司
帯　金　　　晁
河　村　一　郎
佐　野　晴　夫
佐　藤　　　淳
杉　山　保　夫
萩　原　安　雄
望　月　幸次郎

26,000円
高2
石　原　小太郎
漆　畑　　　勤
佐　塚　清　志
杉　山　三四郎
布　村　　　敦
萩　原　敏　司
堀　田　良　爾
松　永　　　稔
森　　　　　曻
横　地　　　務

28,000円
高3
有　賀　良　之
勝　山　　　勲
杉　山　俊　隆
伴　野　恒　雄
長谷川　宗　範
三　浦　光　明
村　田　幸　三
村　松　　　勝

16,000円
高4
石　脇　英　男
岩　邉　和　枝
川　島　照　宏
川　端　喜久雄
城　戸　一　卩
清　水　右一郎
杉　田　忠　孝
鈴　木　満洲夫
寺　田　　　侃
服　部　樹　男
馬　場　啓　介

22,000円
高5
大須賀　義　明
鈴　木　常　三
芹　澤　　　博
高　柳　静　夫
萩　原　章　良
原　川　　　尚
堀　　　　　保
松　浦　久　雄
茂　木　竹　美
山　口　静　夫
和　田　正　臣

22,000円
高6
伊　月　英　城
飯　田　芳　正
海　野　和　子
小野田　幸三郎
大　𠮷　　　満
川　崎　和　子

菊　池　尚　樹
曽　根　照　雄
出　木　　　充
西　川　賢　司
平　田　信　夫
望　月　　　進
山　口　千代子
山　田　知　葊
渡　辺　　　章

38,000円
高7
古　杉　吉　弘
杉　山　清　一
望　月　明　夫
森　脇　伸　介
中　島　久　枝
出　口　康　寿
山　下　満　子
仲　野　良　男
井　戸　二三子
齊　藤　寛　一
滝　　　治　雄
加　藤　公　徳
桜　井　良　共
後　藤　よし子
松　井　恵　子
水　谷　鎮　夫
漆　畑　泰　夫
新　浪　邦　彦
高　根　幸　子
和　田　すま子
藤　安　洸一郎

44,000円
高8
植　田　可　一
髙　田　弘　明
望　月　正　明
吉　永　鉄　夫
大須賀　佳　子
大　橋　義　直
数　馬　真　雄
河　野　鈴　子
佐　藤　定　男
坂　本　　　彬
宮　本　唯　男
赤　井　和　子
海　野　雅　允
佐　藤　栄　作
赤　松　　　勲
櫻　井　博　明
中　島　秀　雄

51,000円
高9
南　條　みさこ
保　﨑　律　子
胸　組　　　隆
伊　藤　重　子
清　水　サチ子
杉　山　　　實
瀧　澤　眞　澄
松　下　徹　也
松　野　光　裕
望　月　侑　子
安　森　静　子
山　内　健　嗣
井　上　幸　子
石　川　照　子
内　野　美代子
遠　藤　長次郎
剣　持　鷹　子
杉　山　俊　江
伊　藤　晋一郎
加　藤　元　規
佐　野　ひさ子
竹　島　智恵子
松　本　昭　二
太　田　素　直

萩　原　　　敦
植　松　美巴子
海　野　智　秋
川　端　美代子
田　中　宏次郎
落　合　正　義
谷　川　一　夫

79,000円
高10
小　川　美智子
野　中　　　忍
杉　山　正　二
納　谷　　　招
石　川　忠　男
杉　山　恒　雄
村　川　雅　俊
杉　山　昌　子
瀬　本　玉　子
塚　本　孝　志
中　村　正　展
小　川　五十雄
松　永　節　世
松　永　正　義
村　松　紀久恵
望　月　邦　昭
吉　村　正　己
近　藤　節　子
藤　波　和　之
安　海　昌　夫
國　行　信　晴
小　泉　博　孝
出　島　寿　郎
林　　　洋　三
山　本　　　忠
横　井　一　洋

52,000円
高11
木　村　常　夫
瀧　　　喬　二
常　木　則　男
前　田　伸太郎
佐　竹　武　郎
糟　谷　美　佐
鈴　木　園　子
鈴　木　友　子
朝　倉　　　衛
河　村　俊　彦
池　田　敦　郎
大　石　　　大
寺　田　昌　信
永　田　　　茂
坂　東　紘　而
石　川　禮一郎
島　田　　　豊
杉　山　幸　次
鈴　木　征　夫

49,000円
高12
赤　井　ゆき子
佐　塚　英　則
前　田　登美子
望　月　　　茂
望　月　高　明
望　月　忠　雄
藁　科　玉　江
亀　山　博　史
樋　口　洋　子
吉　田　正　明
石　川　征四郎
小　澤　秀　行
後　藤　正　紀
中　田　　　宏
星　野　晃　男
望　月　克　訓
望　月　興　男
岩　上　晨　光
小野田　昌　子

大　嶽　節　子
清　水　フジヱ
稲　葉　義　雄
内　田　　　幾
大　作　真　吾
梶　山　正　義
鈴　木　　　建
田　中　夏　江
高　須　茂　章
武　田　一　美
野　中　　　毅
藤　原　慶　一
岡　本　　　攻
奥　山　博　彦
松　永　秀　男
荒　木　　　寛
野　上　泰　夫
橋　本　圭　右
藤　本　　　修
望　月　　　寿
森　竹　敬　浩
山　田　真　雄

95,000円
高13
伊　藤　浩　司
火　物　利　男
坂　本　由喜子
梅　原　　　宏
曽　根　英　子
一ノ瀬　登志枝
北　條　昌　子
小　安　一　郎
繁　田　英　彦
高　木　　　淳
松　下　偉　夫
三　田　　　真
森　脇　洋　志
天　野　　　卓
佐　藤　純　一
杉　田　　　剛
本　多　敏　泰
天　野　進　吾
飯　嶋　章　一
鈴　木　邦　矛
鈴　木　志　朗
村　上　祐　一
持　田　敏　行
藪　谷　靖　雄
山　田　克　人

72,000円
高14
井　澤　太三弥
大　庭　明　德
岡　本　宣　子
柴　田　正　彦
中　村　久　枝
望　月　順　子
太　田　洋　子
森　　　　　保
浮　島　とよ子
下　出　ゆき江
末　永　元　彦
谷　　　衛　治
平　井　玲　子
増　田　正　子
勝　山　信　子
黒　澤　俊　貞
高　田　健　二
寺　田　正　義
中　村　悦　子
森　谷　敏　幸
佐　野　邦　男
八　木　喜美代
杉　山　　　廣
萩　田　晴　美
山　田　雅　孝
横　井　　　剛

荒　井　　　進
乾　　　高　明
川　本　昭　彦
後　藤　一　義
中　田　一　矢
永　田　郁　男
林　　　一　彦
藤　井　英　彦
八　木　利　定

84,380円
高15
堀　池　稔　宏
増　田　節　子
水　鳥　正　志
伊　藤　末　恵
片　山　小夜子
久保田　政　雄
清　陀　七　生
森　　　峯　雄
小　澤　正　明
近　藤　邦　博
鈴　木　忠　雄
石　上　　　卓
石　垣　君　子
花　坂　ちとせ
堀　内　　　浩
松　野　　　攻
青　山　昌　行
内　田　浩　司
小　池　優　敏
小　林　泰　之
竹　内　充　枝
中　川　利　昭
永　嶋　順太郎
安　達　　　修
息　　　征　雄
小長谷　勝　利
満　間　征　夫
佐　野　光　宏
前　田　　　豊
安　池　和　人

64,000円
高16
荒　井　忠　直
市　川　真　八
小長谷　初　枝
桜　田　政　子
下　山　忠　篤
西ケ谷　康　江
佐々木　直　美
内　藤　和　代
一　杉　泰　生
伊　藤　寛　治
海　野　さち子
興　津　直　身
白　栁　阜　子
大　浜　和　枝
辻　村　重　通
水　野　利　民
茨　木　啓　光
海　野　和　紘
扇　　　直　人
柳　津　秀　夫
上　田　公　一
杉　山　興一郎
長　島　邦　明
野　崎　房　男
原　田　正　男
柳　沢　英　次
植　田　　　廣
小　柳　　　平
清　水　民　司

69,000円
高17
大　塚　早　苗
笠　井　久　行
小　杉　道　弘

小　柳　綾　美
高　木　　　肇
竹　村　恵　次
原　　　健　二
大　坪　絹　代
大　石　常　夫
白　鳥　泰　幸
鈴　木　　　武
朝　倉　庸　舟
池　田　皓　彦
江　河　正　行
平　山　正　昭
青　池　哲　雄
榊　原　民　雄
海　野　晴　夫
狩　野　正　明
川　村　　　彰
深　澤　義　明
磯　谷　　　巖
下河邉　健　司
大　長　貞　樹
丹　治　良　介
上　島　　　定
西　島　通　晴
村　上　　　実
望　月　悠　治
望　月　遼　嗣
森　主　宣　延

88,000円
高18
安　藤　信　子
洲　脇　美智子
中　島　道　子
青　山　信　義
荒　木　康　弘
鈴　木　省　三
寺　田　みつ子
望　月　良　子
杉　本　　　勇
友　廣　　　修
松　野　光　宏
三河口　真　一
浅　場　　　武
佐　野　安　弘
平　岡　孝　夫
福　地　　　晃
松　浦　昭　夫
佐　藤　博　昭
庄　司　千鶴子
鈴　木　敏　雄
深　尾　良　孝
石　川　博　司
齊　藤　　　健
寺　坂　和　久
森　下　　　純
井　田　泰　正
竹　下　朝　也
広　田　勇　夫
味　知　博　泰
望　月　　　彰
安　田　勇　次
吉　野　久　吾
伊　藤　徳　雄
息　　　明　雄
永　田　泰　之
望　月　弘　治
森　下　庄　三

75,000円
高19
川　嶋　鈴　子
中　井　文　江
望　月　まさ子
安　富　優　子
山　崎　エミ子
石　川　広　美
小野田　悦　子
田　中　厚　志

原　田　正　男
山　田　雅　久
杉　山　一　朗
鶴　見　光　子
倉　野　由紀夫
駒　田　悦　子
出　口　和　良
赤　堀　一　通
浅　場　美　利
稲　村　正　二
大川井　恒　夫
大　塚　珠　代
梶　山　邦　夫
佐　藤　　　誠
白　鳥　元　章
森　　　久　士
大　橋　　　誠
望　月　紀　六
大　村　照　雄
佐　藤　裕　久
松　永　謙一郎
杉　山　徹　雄
細　木　富士夫
堀　井　英　生
本　多　守　克
望　月　久　雄
有　馬　義　人
稲　葉　正　治
上　野　　　久
落　合　重　次
鈴　木　重　夫
日　向　康　二

84,000円
高20
青　山　満　晴
生　駒　育　子
大　橋　常　正
福　嶋　克　尚
牧　野　芳　子
石　川　美代子
岩　崎　洋　子
伏　見　啓　子
熱　川　　　裕
大　井　まり子
長　田　義　明
小　林　　　憲
鈴　木　正　明
土　川　麻記子
藤　本　　　徹
森　川　正　博
浅　井　　　孝
石　原　秀　男
滝　　　　　進
橘　　　孝　夫
辻　村　　　昭
細　谷　泰　郎
安　倍　克　省
大　石　里　子
川　口　真　言
小　林　和　仁
関　　　　　孝
中　山　陽　子
鈴　木　明　美
大　長　友　佳
山　口　　　勉
石　上　美恵子
大　石　博　章
鈴　木　　　裕
長谷川　孝　夫
松　本　俊　子
石　井　秀　和
石　垣　　　努
小　島　富　吉
小　林　壮一郎
滝　浪　哲　司
白　鳥　敏　正
西　岡　　　哲

松　永　信　孝
山　下　和　幸
鍋　田　修　司
村　越　政　幸

111,000円
高21
石　原　秀　一
大　石　博　司
佐　野　聖　子
榊原（福井）正幸
徳　田　雄　香
増　田　金　重
田　中　彰　久
菅　沼　博　明
菅　野　美代子
鈴　木　芳　江
横　山　和　子
石　井　博　明
菊　地　伊三男
妹　尾　昭　信
野　村　　　進
古　屋　静　子
菊　地　ひろ子
杉　本　至　朗
鈴　木　立　家
牧　野　三　郎
繁　田　　　修
森　下　秋　恵
八　木　初　江
大　原　正　和
桜　井　敏　晴
山　崎　康　次
小　針　敏　克
望　月　　　博

57,000円
高22
中　川　雅　夫
長　橋　敬一郎
浅　利　昌　男
佐　野　　　薫
柴　田　博　幸
内　田　紀　子
内　田　周　志
鈴　木　隆　俊
前　田　芳　則
大　石　啓　人
志　村　邦　夫
金　沢　ひより
櫻　井　和　雄
藤　浪　光　治
海　野　陽　一
中　山　　　満
成　田　　　裕
大　原　信　夫
末　木　宏　典
長谷川　達　夫
洞　口　義　紀
杉　村　正　昭
平　賀　康　正
松　下　隆　久
山　名　　　孝
福　与　　　進
松　下　兼　弘

68,000円
高23
江　坂　寿　夫
大　村　和　則
笹　本　邦　雄
寺　田　太佳子
前　田　秀　行
岩　本　穣　児
小　林　栄　子
岩　川　　　司
岩　﨑　吉　和
杉　山　久　夫
徳　田　順　香
牧　野　　　稔
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令和４年度
一般会計決算書

自  令和４年４月１日　至  令和５年３月31日
（単位　円）

収 入 総 額 7,739,765
支 出 総 額 5,001,879
差 引 残 高 2,737,886

収入の部
科　　　目 本年度決算額
入　会　金 1,908,000
年　会　費 2,762,276
寄　附　金 100,000
雑　収　入 752
繰　越　金 2,968,737
合　　　計 7,739,765

支出の部
科　　　目 本年度決算額

事業費 3,671,367
総会補助金 229,010
同窓会だより 2,661,967
卒業生記念事業 411,750
生徒研修派遣補助 200,000
ナイトウォーク応援事業 0
ホームページ運営事業 66,880
同期会補助 101,760
渉外費 0
渉外費 0
慶弔費 0
事務費 121,954
会議費 0
通信費 72,910
印刷費 0
事務局事務員給与 0
事務・消耗品費 49,044
備品費 0
奨励金 708,558
部活動奨励金 400,000
全国大会等出場奨励金 240,000
文化活動等奨励金 0
マラソン大会奨励金 68,558
記念事業積立金 500,000
予備費 0

合　　　計 5,001,879

松　田　光　広
田　中　祥　剛
村　松　克　郎
山　下　雅　也
桜　井　　　明
桜　井　　　仁
望　月　　　勉
漆　畑　俊　昭
小　柳　嶺　雄
渋　谷　英　彦
徳　田　雅　亮
天　野　元　男
加　藤　健　次
原　田　清　貴

52,000円
高24
今清水　照　惠
佐　藤　育　成
杉　山　安　男
富　濱　義　彦
榊　原　達　哉
杉　山　俊　行
松　前　　　一
大　庭　圭　壹
太　田　祐　子
原　　　葉　子
牧　野　　　満
海　野　正　也
長谷川　雅　久
岩　﨑　憲　正

28,000円
高25
石　上　忠　弘
上　川　雅　史
田　中　　　勝
殿　岡　農夫通
山　田　　　誠
尾　崎　正　美
桑　原　和　久
笹　本　和　男
杉　田　　　勲
杉　森　　　真
市　川　善　隆
内　野　　　洋
小　田　裕　子
片　川　喜　好
鈴　木　　　貢
福　住　重　樹
望　月　督　泰
山　田　裕　一
山　村　由　美
久朗津　秀　紀
佐　塚　正　明
長谷川　雅　士
堀　越　隆　正
足　立　　　賢
天　野　　　香
大　坪　義　武
勝　俣　富　晴
中　島　寿　哉
興　津　　　滋
小　泉　　　泉
鈴　木　尚　行
竹　内　康　博
村　山　　　澄
青　島　知　行
花　村　　　仁
村　山　　　明
望　月　敏　志
望　月　万佐志

100,000円
高26
石　津　輝　之
磯　部　正　己
内　野　和　美
大　原　要　介
長谷川　敬　剛
伊　藤　昌　裕
稲　口　貞　俊
岩　崎　藤一郎
兼　髙　　　裕
首　藤　正　和
杉　山　英　男
川　村　敏　博
村　松　充　代
横　澤　　　肇
大須賀　　　潔
法　月　秀　峰
長谷川　秀　厚

望　月　政　俊
山　田　和　憲
浅　野　左知子
有渡根　　　智
城　内　　　貢
西　澤　滋　髙
森　　　成　人
八　木　政　春
稲　葉　育　正
川　上　葉　子
前　田　光一郎
石　川　幸　伸

57,000円
高27
渥　美　利　弘
伊　藤　文　人
海　野　眞佐樹
久朗津　尚　樹
鈴　木　史　朗
山　下　雅　士
杉　山　雅　康
海　野　耕　司
梅　田　　　勉
佐　野　算　彦
佐　藤　千　鶴
中　村　隆　夫
中　森　健至郎
深　澤　克　子
増　戸　隆　子
青　木　元　彦
井　上　正　継
海　野　佳　子
老　田　桂　子
安　本　　　睦
山　田　智　継
海　野　美代子
佐　藤　和　久
山　田　　　徹
佳　山　泰　士
村　松　謙　一
稲　葉　一　匡
白　鳥　勝　俊
田　中　幸　夫
長　倉　光　保
市　川　泰　敏
蒔　田　　　実
松　澤　　　悟

69,000円
高28
一　瀬　　　浩
次　広　達　摩
青　山　晋　作
増　田　春　彦
内　山　雅　博
杉　山　和　孝
岡　本　吉　春
松　村　隆　年
納　本　友　子
杉　本　　　護
殿　岡　和　久
細　川　光　一
細　田　英　生
本　間　　　朗
松　井　保　芳

30,000円
高29
熊　沢　　　薫
杉　山　雅　章
大　村　峰　隆
築　地　宏　夫
野　田　和　孝
太　田　勝　久
勝　又　ひろし
大　石　　　徹
亀　山　祐　介
鈴　木　賀　之
大　長　義　之
秋　山　高　範
佐　野　嘉　晴
坪　井　晃一郎
長　橋　　　透
森　下　治　之
石　川　文　男
浦　田　秀　人
加　藤　善　久
太　田　敏　晴
中　沢　宏　紀
伴　　　信　彦

松　本　彰　祥
52,000円

高30
酒　井　雅　之
定　石　　　明
沖　山　一　裕
奥　田　　　孝
榊　　　賀代子
清　水　照　儀
杉　山　倫　敏
小野田　往　弘
馬　場　ゆかり
福　井　邦　子
山　内　克　則
山　田　雅　之
笠　井　義　之
松　永　純　治
森　本　忠　雄
杉　山　正　洋
山　中　　　慧
青　木　均　之
篠　津　和　夫
竹　内　要　二
内　藤　雅　規

42,000円
高31
森　　　　　聡
山　梨　由　博
小　田　正　義
坂　本　直　巳
榊　　　清　和
篠　原　　　弘
竹　内　秀　治
本　多　徳　安
影　山　裕　之
池　田　晋　也
堀　池　通　浩
石　川　浩　道
北　川　浩　孝
堀　越　雅　弘
山　田　保　明

34,000円
高32
小長谷　やよい
萩　原　政　彦
望　月　啓　正
長　尾　共　子
久保田　　　浩
青　島　芳　明
大　橋　千　春
後　藤　弘　知
樋　川　晃　浩
糸　川　由美子
望　月　正　勝

30,000円
高33
大　場　秀　紀
法　月　　　啓
山　田　剛　弘
小野田　航　志
佐　藤　正　規
山　下　充　洋
青　島　要　助
谷　澤　雅　美
深　井　賀　博
望　月　清　史
新　井　靖　乃
池ケ谷　優　美
杉　本　泰　彦
大　石　克　嘉
榊　原　光　男
田　口　紫　乃
夏　目　幸　弘
川　島　浩　志
木　下　　　敦
良　知　　　敦

40,000円
高34
八　木　法　明
浅　岡　宏　彰
森　下　義　之
櫻　田　高　士
森　本　　　勝
岡　部　幸　倫
山　下　暢　之
中　島　　　進
海　野　博　文
川　口　泰　正

20,000円

高35
岩　瀨　まゆみ
石　井　宏　司
小　澤　英　五
杉　山　とも子
竹　下　博　子
佐　野　靖　浩
平　岡　伸　浩
池ケ谷　義　信
土　屋　由　直
高　橋　　　章

20,000円
高36
長　田　昌　子
鳥　羽　美　雪
池ケ谷　真　理
佐　藤　正　善
塩　澤　明　久

10,000円
高37
加　納　多佳子
森　田　育　能
松　野　和　啓
山　下　勝　央
山　村　寿　浩
小　林　光　男
折　山　和　裕

14,000円
高38
氷　見　　　康
佐　地　洋　幸
高　木　一　浩
藤　田　嘉　久
川　村　圭　子
熊　谷　一　郎
立　川　斉　子
時　森　俊　郎
小　川　隆　博
大　石　照　乃
木　村　　　悟
白　鳥　昌　幸

24,000円
高39
河　合　　　修
白　井　伸　明
江　口　仁　美
太　田　雅　人
堀　住　　　満
諏　訪　武　志
平　野　浩　二
松　浦　利　光
吉　澤　裕　世
鈴　木　正　徳

21,000円
高40
石　井　真　弓
有　田　佳　史
諏　訪　由　紀
中　川　雄　章
上　田　　　徹
赤　木　大　輔
柴　田　雅　子
名　倉　晴　代
青　木　伸　介
奥　田　　　透
髙　須　　　修

22,000円
高41
安　間　亜　希
倉　地　誠　一
水　元　正　志
石　井　　　淳
坂　田　久　憲
榊　原　睦　仁
西　尾　昌　子
望　月　康　代
山　口　英　樹
中　川　久　子
加　藤　真　巳
辻　　　千奈美
松　井　一　実
森　　　敏　博
山　梨　博　之

32,000円
高42
森　　　弘　美
青　木　葉　子
小　林　由　樹
杉　山　展　章

中　森　延　照
石　川　貴　之
仁　科　文　孝
野　村　信　司
寺　田　博　之
早　野　康　博

36,000円
高43
鈴　木　　　円
稲　垣　輝　彦
安　池　和　也
熊　谷　　　仁
片　井　直　樹
志　賀　直　人

12,000円
高44
森　崎　　　慎
清　水　偉　雄
釼　持　直　樹
戸　塚　哲　弥
大河原　裕　一
菅　野　龍　大
望　月　千　夏

14,000円
高45
望　月　昌　仁
白　鳥　恭　子
望　月　大　輔
佐　藤　丈　洋
田　内　愛　子
寺　田　信　樹
中　澤　　　誠
中　野　彰　久

16,000円
高46
亀　山　大　樹
高　橋　美貴子

4,000円
高47
冨　井　一　矢
橋　爪　千　明
佐　藤　　　文
竹　澤　　　亮
眞　柄　友　則
海　野　　　英
鈴　木　　　誠
大　塚　　　泰
淺　原　雅　恵

18,000円
高48
田　村　英　之
長　橋　寛　子
上　田　博　信

6,000円
高49
志　水　　　梓
畑　田　　　響
松　島　知　宏

14,000円
高50
川　上　正　夫
平　川　進　也
奥　村　　　聡

6,000円
高51
橋　爪　　　学
石　原　義　仁
新　村　昌　也

6,000円
高52
佐　橋　　　進
築　地　明　夢
漆　畑　　　元
加　藤　公　規

8,000円
高53
小檜山　真　司
杉　本　陽　平

4,000円
高54
松　永　康　太
柿　原　　　貴
杉　森　友　仁
八　木　知　佳
大　橋　信　之

10,000円
高55
宮　﨑　智　博

2,000円

高56
青　木　皓　平
加　藤　雄　也

4,000円
高57
増　田　圭　史
野　田　史　男
若　林　俊　吾

6,000円
高58
宇　藤　千　紗

2,000円
高59
渥　美　　　絢

2,000円
高60
兼　髙　　　崇
杉　山　知　香
道　家　裕　也
鈴　木　崇　志
鈴　木　悠　太
宮　原　一　晃
小田 　友　子

14,000円
高61
石　川　好　紀
杉　山　知　里
松　澤　　　翔

6,000円
高62
杉　本　安莉沙
和久田　　　集
山　田　亮　介
横　田　幸　也
中　川　智　湖

10,000円
高63
伊　藤　有紀子
伊　熊　　　楓
久保田　侑　真
赤　堀　育　惠
植　松　真　未
岡　田　成　人
不　破　惟　乃
松　本　亜沙子

16,000円
高64
開　発　健　裕
岡　田　あずさ
堀　越　加世子
杉　山　　　充
水　野　　　淳

11,000円
高65
土　屋　昂　平
杉　山　修　平
石　川　沙　季
小長井　智　未
杉　本　瑞　季
杉　山　真　理

12,000円
高66
平　岡　千　里
須　田　　　佑
池ケ谷　颯　馬
田　中　彩　生

8,000円
高67
加　藤　優　汰

2,000円
高68
小　澤　賢　人
築　地　寿　明
横　山　洋　侑
荒　田　幸　樹
杉　本　雄　大
松　田　晃　尚
山　口　祐一郎
諏　訪　敦　也
杉　山　聖　典

18,000円
高69
浅　野　進之介
熊　谷　花　子
土　屋　七津乃
森　下　哲　至
田　形　友　寛
米　沢　佑　哉

12,000円

高70
鈴　木　稚　菜
中　山　直　樹
福　沢　海　帆
池ケ谷　紀　里
熊　谷　晴　子
高　橋　恭　平

12,000円
高71
増　田　梨　菜
村　田　優　花
藤　本　紫　音
森　下　真　衣
足　立　浩汰朗
馬　場　結　万
諏　訪　竣　哉

14,000円
高72
向　笠　詠　雅
大　塚　涼　平
西　川　佳　織
園　田　瑛莉香
髙　木　　　澪
寺　田　　　栞
中　田　直　希
石　部　由季乃
漆　原　大　輝
石　野　愛　莉
永　長　佑　奈

海　野　博　揮
増　田　竜　也

26,000円
高73
池ケ谷　未　奈
賎　機　楓　花
細　貝　尚　輝
石　上　夏　実
深　澤　康　太
大　石　義　貴

12,000円

総合計
2,346,380円
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【幹事の皆さんへお願い】 同窓会では今、若い幹事の皆さんの力が必要となっています。
毎年実施している総会・懇親会、幹事会等への出席お待ちしております。

国公立大学 現役合格者数 158名

主要私立大学

他、多数合格

文 教 大 4
青 山 学 院 大 3
亜 細 亜 大 2
学 習 院 大 1
北 里 大 5
慶 應 大 1
国 学 院 大 4
駒 沢 大 11

芝 浦 工 業 大 9
順 天 堂 大 6
成 蹊 大 1
成 城 大 2
専 修 大 19
中 央 大 9
東 海 大 24
東 京 経 済 大 4

東 京 農 業 大 18
東 京 薬 科 大 3
東 京 理 科 大 2
東 洋 大 21
日 本 大 34
法 政 大 12
武 蔵 大 1
東 京 都 市 大 2

明 治 大 7
明 治 学 院 大 2
立 教 大 4
神 奈 川 大 23
静岡理工科大 29
聖隷クリストファー大 14
常 葉 大 277
愛 知 大 10

中 京 大 15
中 部 大 8
名古屋学芸大 2
南 山 大 6
名 城 大 12
京 都 産 業 大 8
同 志 社 大 5
立 命 館 大 11

龍 谷 大 12
関 西 大 9
近 畿 大 24
関 西 学 院 大 3

北 見 工 大 1
弘 前 大 1
秋 田 大 2
山 形 大 4
福 島 大 1
茨 城 大 2
筑 波 大 3
宇 都 宮 大 1
群 馬 大 2
千 葉 大 2

東 京 外 語 大 1
東 京 学 芸 大 1
横 浜 国 立 大 1
富 山 大 1
金 沢 大 2
山 梨 大 2
信 州 大 4
岐 阜 大 1
静 岡 大 40
名 古 屋 大 2

京 都 大 1
神 戸 大 2
鳥 取 大 1
岡 山 大 2
山 口 大 2
香 川 大 1
九 州 大 1
福 岡 教 育 大 1
大 分 大 1
鹿 児 島 大 1

琉 球 大 2
宮 城 大 1
秋 田 県 立 大 2
前 橋 工 科 大 1
東 京 都 立 大 2
横 浜 市 立 大 3
新潟県立看護大 1
新 潟 県 立 大 1
富 山 県 立 大 1
福 井 県 立 大 2

山 梨 県 立 大 1
都 留 文 科 大 2
長 野 大 2
諏訪東京理大 1
静岡文化芸大 5
静 岡 県 立 大 23
愛 知 県 立 大 1
滋 賀 県 立 大 2
福知山公立大 2
京 都 府 立 大 3

大 阪 公 立 大 2
神 戸 市 外 大 1
公立鳥取環境大 1
島 根 県 立 大 3
岡 山 県 立 大 1
県 立 広 島 大 1
福 山 市 立 大 1
広 島 市 立 大 1
山口東京理科大 1
名 桜 大 1

国公立大学

【主な四年制大学合格実績】　※現役生のみ

　あれほど猖
しょうけつ

獗を極めたコロナ禍も四年目
に入りここ（三月）にきて鎮静化してきてい
る模様です。昨年は同窓会総会・懇親会も三
年ぶり開催となりましたが感染者はゼロで
した。
　一方で同期会は最後の同期会報告で「閉

会」とのお知らせ一件で寂しい感じがしますが、本年はいつも
のように多数の同期会開催報告が待たれるところです。
　そのような中で同窓生の活躍には目を見張らされるものがあり
ます。一つは福井利佐氏の個展開催。富士山の厳しい自然環境
で生き抜く「カラマツ」の生命力を題材にした切り絵創作の動機を
語ってくれております。
　二つは大井川鐵道鈴木社長の台風十五号による鉄道線路回復目
途が立たないほどの大被害に直面しつつも、数年後の同社百周年
に向けて「復興」の力強いメッセージを発信してくれております。
　在校生も「文武両道」、学術研究発表や体育活動で全国的な優
れた実績を挙げております。根底にあるものは一中創立以来の
士道「質実剛健」の気風、平たく言えば男女ともに共通する「逞
しさ」「芯の強さ」の結実ともいえましょう。（M）
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記

名簿の管理は㈱サラトに委託

　静岡市立高等学校同窓会では、同窓会員のデータ管理・会報発送
代行作業・名簿作成作業を、プライバシーマーク取得のデータ整備
専門会社㈱サラトに委託しております。
� 同窓会事務局

令和４年度卒業生（第75期）同窓会幹事
組 氏　　名

１
平野　智也
鈴木　あい

２
河村　　匠
石井　恭華

３
杉本　倖成
内田実莉亜

4
近 遼太郎
堀内　はな

組 氏　　名

5
岸本　真聡
稲葉　美結

6
増田　旺利
佐々木胡桃

7
佐野　裕星
細井　里音

8
原田　瑞希
塚本　　凜

同
窓
会
入
会
式

�
令
和
５
年
２
月
27
日

同窓会facebookも
ホームページとともにご覧ください。

静岡市立高等学校 Ｒ４年度（Ｒ５年春 卒業生）進路実績

同窓会の活動を紹介したり、同窓生
の活躍の様子などをホームページや
facebookで紹介しています。
同窓生のみなさまからの情報もお寄せ
ください。よろしくお願いいたします。

ホームページ facebook


